
２ 協会の活動・看護関連ニュース Ｖｏｌ．655　２０22.9.１５

2023 年度予算 概算要求
マイナンバー制度を活用した
人材活用システム化を新規要求

　下記の調査について、対象となる皆さまのご協力をお願い
します。詳細は本会 HP「調査協力のお願い」（右記二次元コー
ド）をご覧ください。
■保健師の活動基盤に関する基礎調査（調査期間延長）
【対象】保健師として就業している全国の保健師（全員）【回答締切】9 月 30
日（金）15:00
■助産師の専門性発揮のあり方に関する実態調査（調査期間延長）
【対象】①助産師個人②分娩取扱診療所 看護職員代表者③全国の病院の看護
管理者【調査期間】①② 9 月 1 日（木）～ 30 日（金）15:00　※ ③は下記の「病
院看護・助産実態調査」に含まれます。
■病院看護・助産実態調査
【対象】全国の病院の看護管理者【調査期間】10 月 1 日（土）～ 10 月 21 日（金）
■ 2024 年度診療報酬・介護報酬改定等に向けた訪問看護実態調査
【対象】全国の訪問看護事業所【調査期間】9 月 21 日（水）～ 10 月 19 日（水）

調査ご協力のお願い

　2022 年 世界患者安全の日のテーマは Medication Safety
（安全な薬剤療法※）、スローガンは Medication Without 
Harm（害のない薬剤療法※）です。　※本会訳　
■本会 HP「世界患者安全の日」（右記二次元コード）

9 月 17 日は世界患者安全の日 ～皆で取り組みましょう～

特定行為研修を修了した
認定看護師の活躍Ⅱ認定看護師の活躍Ⅱ

　名古屋市南部に位置し、二次救急医療を担う
大同病院。医療的ケア児支援センターを有し、
地域での生活を目指す医療的ケア児を他院から
も受け入れ、療養につなげるための連携に力を
入れている。認定看護師の育成や特定行為研修
の受講支援が充実しているのも特色の一つだ。
　同院の小児科・産婦人科混合病棟に勤務して
いた加藤衣津美さんは、自身のキャリアをさら
に深めたいと、2013 年に小児救急看護認定看護
師の資格を取得した。その後は入退院支援課で
医ケア児を支援する経験を重ね、「胃ろうや気管
切開がある医ケア児の成長や発達段階を見据え
たタイムリーなケアを提供する難しさに直面し
ました」と当時を振り返る。
　医ケア児の支援について悩んでいる頃、都築
智美副院長・看護部長から、特定行為研修に関
する情報提供を受けた。より知識や技術を深め
ることで、タイムリーなケアの提供につながる
ことを考え、受講を決意した。
　都築看護部長は「もともと、看護職員の専門
性を高めていこうという組織風土があり、医ケ
ア児への支援ニーズが高いという地域の特色か

ら、小児救急看護認定看護師の特定行為研修受
講を後押ししようという背景がありました」と
語る。都築看護部長自身も特定認定看護師であ
り、受講費用の全額支給や交通費、家賃補助な
ど同院の支援制度の整備を推進。受講にあたっ
ての心配ごとをなくし、学びに集中できるよう
研修を受ける看護師の代替職員を確保するなど、
体制づくりにも取り組んだ。

先を見通し地域での生活を支援

　加藤さんは、21 年に特定行為研修を修了。小
児科・産婦人科混合病棟に看護師長として戻っ
た。「臨床推論などの学びを通じて、知識を持っ
て医師に提案ができるようになりました。また、
患者の小さな変化を捉え、身体診察などを通し
て先を見通し、多職種とのコーディネート力や
状態の悪化を未然に防ぐ力など、さらなる実践
力が身に付きました」と受講後の変化を語る。
　都築看護部長は、加藤さんが管理業務を行い
ながら特定認定看護師として横断的に活動でき
るようにするため、病棟主任を通常より多く配
置し、フレキシブルに相談に応じられる体制を
整えた。医師や他病棟の看護師からの相談だけ
ではなく、医療ソーシャルワーカーなどを通じ
て、医ケア児の情報が、加藤さんに集約される
ことで、きめ細やかな支援につながっている。
　家族から、気管切開部位のろう孔が大きくな
り、人工呼吸器の管理が難しいという相談があっ
た。加藤さんは、状態をアセスメントし、主治
医と相談後、適切なサイズの気管カニューレに
交換した。その結果、人工呼吸器の管理を適切
に行い、学校生活も安心して送れるようになっ

た。県内の特別支援学校や他病院の在宅診療部
からの相談など、地域の医ケア児支援に幅広く
活躍している。

発達段階に応じたケアを目指して

　加藤さんは、地域に開設される重症心身障が
い児施設の立ち上げにもリーダー的役割として
関わっている。都築看護部長は、「加藤さんの認
定看護師としての活動の積み重ねが、特定認定
看護師として、さらに発展した活動につながっ
ている。医師と看護師、医師と患者・家族の間
を取り持ち、的確に伝える通訳のような役割を
担うことで、患者と家族へのタイムリーかつ適
切なケアにつながっている」とたたえる。
　加藤さんは「発達段階に応じたケアをどこに
いても提供できるよう対応していきたい。さら
に、医療従事者
や患者・家族に
対して認知度を
高められるよう
活動をアピール
していきたい」
と 抱 負 を 語 っ
た。
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社会医療法人宏潤会大同病院
小児プライマリケア分野

特定認定看護師　加藤衣津美さん

【病院概要】病床数 404 床、看護職員 497 人、認定
看護師 16 分野 21 人　うち、特定認定看護師 4 人、
特定行為研修受講中 1 人
【加藤さんの修了した特定行為区分】

 在宅・慢性期領域パッケージ
・呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連
・ろう孔管理関連
・栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

※日本看護協会では、特定行為研修を修了し移
行手続きを完了した認定看護師を「特定認定看
護師」と呼称することができるとしています。

　厚生労働省は、2023 年度の一般
会計予算編成に向けた概算要求を公
表した。要求額は 33 兆 2,644 億円
となった。
　看護関連では今後、担い手の急減
と同時に進む高齢化に伴う看護ニー
ズの増加に的確に対応していく観点
から「マイナンバー制度を活用した
看護職の人材活用システム化事業」
に新規で 2 億 2,900 万円を求めた。
マイナポータルを通じた看護職員自
身の幅広いキャリア情報への簡便な
アクセス・利用、ナースセンターに
よる多様なキャリア情報の把握、そ
れによる潜在看護職の復職支援や
個々のスキルアップに資する情報の
提供など、看護職員の資質向上およ
び確保を可能にするための支援を図
る。また、それらマイナンバー制度

の活用への対応を含め「中央ナース
センター事業」ではナースセンター・
コンピュータ・システムの改修経費
として 5 億 5,900 万円を拡充し要求
した。
　「新型コロナなど新興感染症等に
係る看護職員等確保事業」には、新規
で 5,600 万円を要求。平時からの準
備性を高めるため、医療機関への応
援派遣に対応できる看護職員の養
成・リスト化を進めるとともに、全
国レベルの看護職員等の応援派遣を
調整できる体制の整備を目指す。
　看護職員の資質向上等に関する項
目では特定行為研修修了者を増や
し、かつ研修修了者の活動推進を図
るため、複数の新規事業を要求した。
　今後、財務省が査定を行い、年末
に予算案が決定する。

ナイチンゲール記章
藤田氏、苫米地氏が受章

　8 月 10 日、日本赤十字社は東京
都内のホテルで第 48 回フローレン
ス・ナイチンゲール記章の授与式を
開催。パキスタンなどで支援活動に
従事してきた「ペシャワール会」の
藤田千代子氏と、ダイヤモンド・プ
リンセス号の船内における新型コロ
ナウイルス感染症対応救護班で総括
調整者の任を担った日本赤十字社医
療センターの苫米地則子氏に、皇后
さまから記章が授与された＝写真。

　福井トシ子会長の祝辞では「長き
にわたり国際医療支援に果敢かつ献
身的に取り組まれ、卓越した行動力
により看護の発展にご尽力された」
と両氏の功績をたたえ、受章を祝福
した。

訃　報
　名誉会員の鳩貝よし様（94 歳）

が 9 月 1 日に逝去されました。謹ん
で哀悼の意を表します。
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